
章
…
』
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
委
員
会
そ
の
も
の
を
実
行
あ
ら
し
め
る
も
の
と
す
る
た
め
、
委
員
会
の
決
議
事
項
と
重
要
な
事
務

６第
執
行
に
つ
い
て
は
、
そ
の
た
び
に
、
県
当
局
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
会
議
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
総
会
と
役
員
会
の
二

こ
の
会
則
は
全
文
三
○
条
か
ら
な
っ
て
お
り
、
事
務
所
を
大
和
売
薬
工
業
組
合
内
に
置
く
（
第
二
条
）
、
会
員
は
売
薬
に
関
係
あ
る
も
の

の
中
か
ら
選
出
し
、
本
県
当
局
の
承
認
を
得
た
も
の
で
組
織
す
る
（
第
三
条
）
と
し
て
お
り
、
会
員
の
総
称
を
「
売
薬
営
業
整
備
委
員
」
と

薬
称
し
、
会
長
に
岡
村
一
雄
、
副
会
長
に
南
才
次
郎
・
増
田
弥
内
、
常
務
員
に
中
嶋
太
兵
衛
・
松
原
利
左
衛
門
・
杉
本
吉
蔵
・
藤
原
駒
治
郎

柵
吉
田
久
四
郎
・
森
本
覚
次
郎
・
赤
井
伊
太
郎
・
中
村
駒
治
郎
・
辻
本
嘉
七
・
川
西
勝
美
・
平
山
太
次
郎
・
森
田
福
賢
・
斉
藤
信
一
・
宮
本

池
宗
雄
・
山
田
嘉
久
三
・
仲
嶋
弥
七
郎
・
仲
川
房
次
郎
・
柴
田
権
右
衛
門
の
二
一
人
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
目
的
に
は
「
会
長
以
下

鵬
識
力
協
心
国
家
の
要
請
に
応
う
る
為
…
…
公
正
且
つ
円
滑
に
生
産
配
給
部
門
に
一
日
一
り
速
か
に
売
薬
営
業
の
新
企
業
体
整
備
を
断
行
し
、
…

総
会
が
開
催
さ
れ
、
売
薬
営
業
整
備
委
員
会
会
叩

員
会
の
発
足
を
象
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
県
警
察
部
長
に
よ
っ
て
売
薬
営
業
の
中
か
ら
、
生
産
者
代
表
三
八
人
、
行
商
者

一
○
人
、
生
産
兼
行
商
業
者
か
ら
五
人
の
計
五
三
人
を
委
員
と
し
て
委
嘱
し
、
四
月
六
日
午
後
一
時
か
ら
奈
良
県
庁
内
の
会
議
堂
で
委
員

緬
会
が
開
催
さ
れ
、
売
薬
営
業
整
備
委
員
会
会
則
の
承
認
並
び
に
会
長
一
人
、
副
会
長
二
人
、
常
務
委
員
一
八
人
を
選
出
し
、
こ
こ
に
委

企
業
整
備
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
四
月
に
入
っ
て
、
奈
良
県
で
も
売
薬
営
業
の
企
業
整
備
委
員
会
が
発
足
す
る
こ
と
と
な

委
員
会
っ
た
。 ２

売
薬
営
業
整
備
委
員
会
の
発
足
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以
下
は
整
備
委
員
会
の
会
議
録
を
も
と
に
、
整
備
の
進
承
か
た
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
回
奈
良
県
で
は
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
四
月
一
三
日
に
、
御
所
町
に
あ
っ
た
大
和
売
薬
工
集
組
合
の
事
務
所
で
午
後

整
備
委
員
会
一
時
か
ら
県
側
か
ら
佐
藤
衛
生
課
長
・
玉
木
技
師
・
塩
岡
技
師
・
中
島
技
師
・
県
警
か
ら
貝
辻
警
部
が
出
席
、
委
員

会
側
か
ら
は
岡
村
一
雄
会
長
を
は
じ
め
南
才
次
郎
・
増
田
弥
内
の
両
副
委
員
長
、
一
八
人
の
常
務
委
員
の
う
ち
一
七
人
が
出
席
し
て
開
催

種
類
だ
け
で
あ
っ
て
、
成
立
要
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
員
の
三
分
の
二
以
上
の
出
席
に
よ
る
こ
と
、
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
に
よ
る
こ

と
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
役
員
会
で
の
議
決
事
項
は
総
会
で
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
の
業
務

は
あ
く
ま
で
も
新
企
業
体
の
成
立
に
つ
い
て
と
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
た
め
の
会
長
に
付
与
さ
れ
て
い
る
権
限
は
「
会
務
の
統
制

を
乱
す
疑
い
の
あ
る
言
動
は
為
す
べ
か
ら
ず
、
若
し
、
こ
れ
に
違
う
こ
と
を
行
え
ば
、
会
長
は
除
名
処
分
を
裁
決
す
る
が
、
こ
の
裁
決
に

対
し
て
は
、
異
議
の
申
し
立
て
は
出
来
な
い
」
（
第
二
七
条
、
第
二
八
条
）
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
ゑ
ら
れ
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
大

き
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
総
会
と
役
員
会
の
議
決
事
項
に
つ
い
て
は
、
異
議
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
第
二
九
条
）
と
、

さ
れ
た
。
こ
の
会
議
の
主
題
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
新
企
業
体
の
設
立
に
向
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
会
長
と
し
て
、
整
備
に
よ
っ

て
新
し
く
設
立
さ
れ
る
企
業
の
数
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
委
員
を
代
表
し
吉
田
久
四
郎
委
員
は
「
複

数
の
企
業
体
に
す
る
べ
き
だ
」
、
と
数
社
説
を
と
な
え
た
。
こ
の
種
の
考
え
方
は
、
整
備
要
綱
が
一
府
県
一
社
と
す
る
こ
と
を
、
す
ぐ
に

は
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
な
い
と
す
る
各
委
員
の
考
…
方
を
代
弁
し
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
本
県
売
薬
業
界
の
従
業
者
の
数
か
ら
し
て

規
定
さ
れ
て
い
る
。

で
、
行
政
庁
の
強
い
指
導
を
受
け
つ
つ
運
営
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
委
員
会
は
大
和
売
薬
工
業
組
合
の
内
部
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
的
急
務
の
た
め
と
い
う
こ
と
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第6章戦時下の大和売薬

主
事
を
選
任
し
た
こ
と
を
報
告
、
そ
の
後
、
す
ぐ
に
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

企
業
整
備
に
よ
っ
て
新
し
く
設
立
さ
れ
る
は
ず
の
企
業
数
に
つ
い
て
は
、
各
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
異
に
し
て
、
た
と
え
ば
、
一

企
業
で
良
し
と
す
る
意
見
、
整
備
に
反
対
で
は
な
い
が
、
売
薬
営
業
者
の
実
情
に
即
し
た
も
の
と
さ
れ
た
い
。
配
置
と
本
舗
と
を
同
じ
よ

う
に
考
え
て
は
な
ら
な
い
な
ど
な
ど
、
と
う
て
い
決
論
を
得
る
ま
で
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
委
員
か
ら
は
、
「
本
日
決
定
せ
ず
日
時
を
与

え
熟
慮
の
余
地
を
与
え
ら
れ
度
し
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
岡
村
会
長
も
そ
の
意
見
を
採
用
し
「
出
来
得
れ
ば
斯
く
致
し
度
し
」
と
い

う
こ
と
と
な
っ
た
。
席
上
、
塩
岡
技
師
か
ら
「
基
本
数
を
至
急
取
纏
め
て
規
律
的
に
進
ま
れ
度
し
、
専
任
事
務
員
を
入
れ
よ
」
と
立
場
上

の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
専
任
事
務
員
に
つ
い
て
は
会
長
か
ら
、
目
下
選
衡
中
で
あ
る
と
の
回
答
が
な
さ
れ
終
了
し
た
。

第
三
回
同
年
の
五
月
六
日
一
‐
…
…
前
会
の
経
過
に
鑑
承
篤
と
御
考
究
の
上
御
出
席
相
成
度
も
…
…
御
迷
惑
な
が
ら
昼
食
の
準

整
備
委
員
会
備
致
し
兼
ね
候
に
付
弁
当
御
持
参
相
成
度
候
」
と
の
案
内
状
で
高
市
郡
畝
傍
町
見
瀬
愚
輔
）
に
あ
る
薬
学
商
業
学
校

で
、
午
前
一
○
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
議
案
は
売
薬
営
業
整
備
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
岡
村
会
長
は
組
合
の
専
任

第
二
回
負
二
Ｅ
Ｆ
膜
〃
一
童
鳶
豊
多
信
釜
に
胴
金
‐
グ
｜
ｕ
に

整
備
委
員
会
県
側
か
ら
は
玉
木
技
師
ほ
か
二
人
、
委
員
伽

午
後
一
時
半
再
会
、
各
委
員
に
よ
る
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。

き
る
。

も
、
工
場
は
最
低
一
○
社
程
度
は
必
要
で
あ
る
旨
の
一
発
言
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
指
摘
は
あ
と
に
な
っ
て
、
本
舗
売
薬
で
一
社
、
輪

移
出
売
薬
で
一
社
、
配
置
売
薬
で
八
社
に
整
理
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
大
い
に
先
見
性
を
持
つ
意
見
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で

新
企
業
体
の
数
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
県
側
に
あ
っ
て
は
一
‐
大
和
売
薬
を
全
体
的
に
考
え
れ
ば
、
一
企
業
体
に
す
べ
き
が
得
策
で
あ

第
二
回
目
の
整
備
《
委
員
会
は
、
同
年
の
四
月
二
○
日
午
前
一
○
時
か
ら
同
じ
く
組
合
事
務
所
で
開
催
さ
れ
た
。

県
側
か
ら
は
玉
木
技
師
ほ
か
二
人
、
委
員
側
か
ら
は
五
三
人
の
う
ち
四
一
人
が
出
席
し
、
会
議
は
昼
食
を
は
さ
ん
で
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整
備
委
員
会
を
開
催
し
、
お
よ
そ
の
委
員
会
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
な
り
、
す
で
に
警
視
庁
の
同
意
も
得
て
い
る
と
い
う
こ
と

と
こ
ろ
で
、
五
月
二
五
日
に
は
東
京
の
全
薬
本
部
で
開
催
さ
れ
た
一
‐
全
国
売
薬
団
体
会
議
」
は
全
国
．
一
二
団
体
を
集
め
て
お
こ
な
わ
れ

た
が
、
そ
の
な
か
で
各
地
方
の
売
薬
整
備
の
実
状
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
東
京
で
は
工
業
組
合
で
三
○
数
回
の

の
数
は
現
在
の
一
四
社
を
存
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

と
で
あ
っ
た
。
以
上
の
報
告
は
、
奈
良
県
だ
け
で
坐

く
の
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。

第
四
回
五
月
一
八
日
薬
学
商
業
学
校
で
第
四
回
整
備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
さ
き
の
第
三
回
委
員
会
で
決
定
し
、
派
遣
さ

整
備
委
員
会
れ
た
他
県
の
整
備
状
況
の
視
察
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
滋
賀
の
状
況
は
「
整
備
委
員
一
五
人
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
生
産
額
に
占
め
る
本
舗
売
薬
と
配
置
売
薬
の
比
率
は
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
企
業
体
は
本
舗
と
配

置
の
二
企
業
と
す
る
こ
と
と
し
処
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
二
五
○
○
方
を
一
○
○
方
て
い
ど
に
圧
縮
す
る
こ
と
、
配
置
区
域
は
滋
賀
県

外
数
県
と
し
、
販
売
区
域
を
指
定
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
販
売
部
門
の
整
備
に
つ
い
て
は
現
在
の
商
業
組
合
の
な
か
に

一
三
人
の
委
員
で
整
備
委
員
会
を
設
け
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
つ
ぽ
う
、
富
山
の
現
状
に
つ
い
て
の
報
告
は
、
「
企
業
体

の
数
は
現
在
の
一
四
社
を
存
続
す
る
予
定
で
あ
る
。
共
助
金
、
補
助
金
問
題
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
研
究
し
て
い
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
以
上
の
報
告
は
、
奈
良
県
だ
け
で
な
く
他
県
で
も
整
備
が
ま
だ
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
と
い
っ
た
印
象
を
各
委
員
が
い
だ

三
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
整
備
の
実
状
視
察
に
行
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
委
員
の
側
で
は
い
ぜ
ん
と
し
て
、
複
数
企
業
体
と
す
る
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
て
い

た
。
そ
う
し
た
委
員
会
の
空
気
を
代
弁
し
た
吉
田
委
員
の
「
本
日
決
定
せ
ず
一
度
上
京
し
て
然
る
上
決
定
し
て
は
如
何
」
と
い
う
提
案
は

一
同
が
賛
同
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
厚
生
省
や
同
業
団
体
へ
視
察
団
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
上
京
組
は
、
正
副
委
員
長
、
富
山
行

へ
は
松
原
利
左
衛
門
・
吉
田
久
四
郎
・
山
田
嘉
久
三
・
辻
本
嘉
七
の
四
委
員
が
、
滋
賀
へ
は
川
田
滋
美
・
中
村
駒
治
郎
・
赤
井
伊
太
郎
の
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第
五
回
六
月
一
二
日
、
大
和
売
薬
工
業
組
合
事
務
所
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
整
備
委
員
会
は
、
昼
食
に
一
時
間
を
は
さ
ゑ
、

整
備
委
員
会
午
後
五
時
ま
で
続
け
ら
れ
る
ほ
ど
熱
を
滞
び
た
会
議
と
な
っ
た
。

審
議
さ
れ
た
議
案
は
「
大
和
売
薬
整
備
計
画
案
」
で
あ
っ
た
。
会
議
は
計
画
案
の
審
議
に
入
る
前
に
、
去
る
五
月
二
五
日
に
東
京
で
開

催
さ
れ
た
全
国
売
薬
団
体
会
議
の
報
告
と
県
衛
生
課
長
ら
に
よ
る
厚
生
省
な
ど
へ
の
上
京
報
告
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

全
売
会
議
出
席
者
を
代
表
し
て
松
原
利
左
衛
門
委
員
か
ら
「
厚
生
省
整
備
要
綱
は
売
薬
営
業
の
実
態
に
即
応
し
て
い
な
い
。
個
人
企
業

薬
を
認
め
て
統
制
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
全
売
会
議
で
の
方
針
、
つ
ま
り
東
京
案
（
複
数
企
業
説
）
に
依
り
て
進
め
る
べ
き
だ
」
と
の
報

売和
告
が
あ
り
、
こ
の
説
は
各
委
員
の
胸
中
を
代
弁
し
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
大
方
の
賛
同
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
委
員
の

大弛
な
か
か
ら
「
現
状
を
認
識
す
れ
ば
、
個
人
企
業
の
存
続
は
至
難
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。
こ
の
点
十
分
考
慮
を
払
わ
れ
た
し
」
と
、
売
薬

蝿
営
業
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
直
視
し
た
意
見
も
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
売
薬
営
業
に
と
っ
て
も
原
料
資
材
部
門
が
「
日
本
医
薬
品
生
産

章
統
制
株
式
会
社
」
一
九
四
一
年
（
昭
和
二
○
七
月
に
設
立
に
よ
り
、
原
料
資
材
が
実
質
的
に
統
制
さ
れ
て
い
た
た
め
、
個
人
企
業
に
よ

６第
る
こ
の
種
の
調
達
は
事
実
上
き
わ
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

｜
●
・
成
果
を
得
ず
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

施
は
至
難
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

で
あ
っ
た
。
新
企
業
体
に
つ

あ
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

京
都
・
三
重
・
埼
玉
・
兵
庫
・
佐
賀
・
奈
良
・
富
山
の
各
府
県
の
代
表
か
ら
も
現
状
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も

い
つ
ぽ
う
、
大
阪
で
は
本
年
の
一
月
九
日
以
来
四
四
回
も
委
員
会
を
開
催
し
、
整
備
を
検
討
し
て
き
た
が
、
整
備
要
綱
に
も
と
づ
く
実

新
企
業
体
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
の
個
人
経
営
も
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
厚
生
省
の
示
す
要
綱
と
は
相
当
の
隔
り
が
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第
六
回
七
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
目
の
整
備
委
員
会
は
大
へ
ん
重
要
な
意
味
あ
い
を
持
っ
て
い
た
。

整
備
委
員
会
議
案
は
六
件
が
上
程
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
案
の
整
備
委
員
会
会
則
改
正
の
件
は
第
五
号
議
案
、
整
備
委
員
会
分
科

委
員
設
置
と
の
関
連
で
審
議
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
売
薬
営
業
整
備
委
員
会
の
も
と
に
配
給
部
門
の
整
備
の
審
議
を
独
立
し
て
お
こ

第
三
案
は
、
新
企
業
体
は
一
社
と
し
全
部
を
吸
収
統
合
す
る
。

第
四
案
は
、
個
人
企
業
存
置
の
原
則
に
よ
り
、
あ
る
一
線
以
上
の
企
業
を
残
存
さ
せ
る
こ
と
、
残
存
業
者
の
商
標
権
と
営
業
権
は
維
持

確
保
さ
れ
る
こ
と
、
あ
る
線
以
下
は
、
全
部
転
廃
業
す
る
こ
と
、
共
助
金
と
補
償
金
は
転
廃
業
、
非
参
加
者
の
承
に
限
定
支
給
す
る
こ

，
〆
』
。

二
○
分
の
休
憩
の
後
、
午
後
三
時
か
ら
再
会
さ
れ
た
委
員
会
で
県
薬
務
課
の
玉
木
技
師
か
ら
上
京
報
告
と
い
う
こ
と
で
以
下
の
こ
と
が

説
明
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
①
企
業
体
の
数
は
数
企
業
を
認
め
て
も
よ
い
。
②
地
域
別
ま
た
は
業
種
別
に
設
立
を
認
め
、
資
本
金
は
五
○
○

円
て
い
ど
と
す
る
。
③
計
画
が
で
き
あ
が
っ
た
も
の
か
ら
認
可
し
て
い
く
。
④
原
料
は
指
定
し
た
府
県
か
ら
配
給
す
る
。
と
い
っ
た
内
容

の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
整
備
計
画
は
一
挙
に
前
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
委
員
会
は
「
大
和
売
薬
整
備
計
画
案
」
の
審
議
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。
整
備
案
に
は
第
一
案
か
ら
第
四
案
ま
で
作
成
さ
れ

て
い
て
、
以
下
は
各
案
の
概
要
で
あ
る
‐

以
上
の
よ
う
に
、
第
四
案
に
つ
い
て
は
、

つ
と
も
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。

第
一
案
は
、
新
企
業
体
は
数
個
と
し
、
地
域
的
統
合
を
お
こ
な
い
、
原
則
と
し
て
個
人
企
業
は
認
め
な
い
。

第
二
案
は
、
新
企
業
体
の
数
を
三
社
と
し
配
置
売
薬
、
本
舗
売
薬
、
輸
移
出
売
薬
の
各
個
別
に
設
立
す
る
。

き
わ
め
て
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
各
委
員
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
第
四
案
が
も
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第6章戦時下の大和売薬

さ
て
こ
の
協
議
会
結
成
は
・
九
月
一
Ｃ
日
東
京
有
楽
町
東
日
天
文
館
七
階
六
号
室
で
、
厚
生
省
の
指
定
府
県
や
任
意
団
体
一
六
府
県
中

一
二
府
県
の
代
表
者
及
び
厚
生
省
竹
内
技
師
の
出
席
の
も
と
正
式
に
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
県
か
ら
も
岡
村
一
雄
・
増
田
弥
内
・

南
才
次
郎
・
山
田
嘉
久
三
・
川
西
勝
美
・
上
田
一
郎
ら
が
出
席
、
岡
村
一
雄
は
こ
の
と
き
副
理
事
長
に
就
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
づ
い

て
第
四
号
議
案
は
、
販
売
部
門
統
制
機
関
・
商
業
組
合
設
立
の
件
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
六
月
三
○
日
付
け
で
厚
生
省
が
発
表
し
た
配
置
売

薬
配
給
統
制
の
指
示
で
あ
っ
て
、
第
一
の
内
容
は
配
置
売
薬
た
る
べ
き
も
の
の
決
定
、
つ
ま
り
、
混
在
し
て
い
た
売
薬
を
配
置
売
薬
と
本

舗
売
薬
と
に
区
別
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
配
置
売
薬
を
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
い
う
本
舗
売
薬
と
は
薬
局
で

売
ら
れ
て
い
る
売
薬
で
あ
っ
て
、
ほ
か
に
外
地
と
称
し
た
そ
の
当
時
の
わ
が
国
の
植
民
地
鰯
州
合
幽
へ
の
販
売
に
調
製
さ
れ
た
も
の
を
輪

移
出
売
薬
と
称
し
て
い
た
。
そ
こ
で
厚
生
省
で
は
配
置
売
薬
決
定
に
あ
た
り
、
各
府
県
が
配
置
売
薬
対
象
品
目
を
取
り
ま
と
め
て
七
月
一

五
日
ま
で
に
申
請
す
る
よ
う
に
通
知
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
内
容
は
、
商
業
組
合
設
立
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
商
業
組
合
の
設

立
に
つ
い
て
は
、
配
置
売
薬
の
配
給
の
適
正
化
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、
配
給
統
制
を
実
施
す
る
機
関
と
し
て
設
け
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
組
合
の
定
款
に
よ
る
と
、
組
合
の
業
務
執
行
に
つ
い
て
は
「
厚
生
大
臣
の
指
揮
監
督
を
受
く
る
べ
き
旨
を
記
載
す
る
こ
と
』

と
し
て
お
り
、
認
可
申
請
は
七
月
中
に
お
こ
な
う
こ
と
と
示
さ
れ
て
い
た
。
組
合
の
運
営
に
対
し
て
は
「
配
置
先
拡
張
の
停
止
」
を
明
示

生
省
で
開
か
れ
た
協
議
会
の
経
過
報
告
の
件
で
あ
る
。
１

問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
て
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
統
制
機
函

て
い
た
。
委
員
会
で
は
、
こ
の
こ
と
の
報
告
で
あ
っ
た
。

な
わ
せ
る
機
関
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
‐
新
し
く
設
け
ら
れ
た
の
は
一
‐
大
和
売
薬
整
備
委
員
会
第
二
分
科
委
員
会
」
と
称

し
、
二
○
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
委
員
長
に
は
多
村
念
蝿
原
）
の
藤
原
駒
治
郎
が
選
任
さ
れ
た
。
第
三
号
議
案
は
、
去
る
六
月
三
○
日
厚

生
省
で
開
か
れ
た
協
議
会
の
経
過
報
告
の
件
で
あ
る
。
か
ね
て
か
ら
売
薬
団
体
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
か
ら
配
置
区
域
に
つ
い
て
の
協
定

問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
て
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
統
制
機
関
と
し
て
「
日
本
配
置
売
薬
統
制
協
議
会
」
の
結
成
に
向
け
て
の
指
導
が
な
さ
れ
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